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 謹んで新年のお喜びを申し上げます。年頭に

当たり日頃から本会にお寄せ頂いております皆

様のご指導とご支援に対し衷心より厚く御礼申

し上げます。 

 

一般社団法人北海道農業機械工業会 
会長 細倉 雄二 

2012EIMA 農業機械展 イタリア 
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さて日本経済の動向ですが、景気は世界景気の

減速等を背景として、当面は弱い動きが続くと

見込まれています。復興需要が引き続き発現す

るなかで、海外経済の状況が改善するにつれ、

景気の回復が期待されますがその確実性は低い

でしょう。こうしたなかで、世界景気のさらな

る下振れや金融資本主義の変動などが景気を下

押しするリスクとなっています。 

昨年末に行われた総選挙において政権の交代が

行われました。当会にとっても農政を含めた日

本のビジョンがどの方向に向かうのかを注視し

ていく必要があります。 

 

こうした厳しい日本経済の中にあって国内農

業においては、昨年のコメ作況指数は全国平均

が１０２と昨年を上回り、米価の高推移に加え

て戸別所得補償制度などが追い風になって農家

所得の改善が見られましたが、一方ではＴＰＰ

への参加よって懸念される不安にその将来を危

惧する声も再燃してきています。６次産業化・

農商工連携の促進により、農産物の付加価値の

向上、農業所得の向上、農村経済の活性化に取

り組む必要があります。また世界を見ると、増

加傾向にある世界人口により食料増産の必要性

があらゆる地域で高まっています。このことか

らも農業は永続的な産業であると同時に成長産

業であり、それを支える農業機械の役割と使命

はますます重要なものとなっています。 

 

 北海道の昨年のコメ作況指数は、育成期間を

通して天候に恵まれたことにより全もみ数はや

や多く、登熟も順調に推移したことから１０７

となり、昨年に比べて更に２ポイント上昇して

います。北海道農業は恵まれた土地資源を活用

し、地域や立地条件に即した多用で生産性の高

い土地利用型農業が営まれています。今後も北

農工の会員各位がこれまで培ってきた技術や知

恵を基盤に、共に連携し合って次代の農業の発

展に貢献することが我々に課せられた使命だと

認識しています。 

 

農業機械業界は農業生産に寄与し、低コスト・

高品質農産物生産に適した数々の農業機械の製

造、技術開発や普及、適正な販売が使命であり、

従来にも増して新機種の開発や流通の正常化を

推進し、農業や農村の発展に貢献していかなけ

ればなりません。 

 

 北農工として本年も低コスト農業、環境に優

しい農業の実現のために、農業機械の安全対策

を図ると共に、サービス体制を整備し、農家の

皆さんが夢を持ち続けながら、安心して継続的

に農作業に専念して頂けるよう、農業者のニー

ズに応じた農業技術・農業機械の普及と発展に

尽力して参る所存であります。 

 また、北海道の農業機械の更なる価値向上を

目指し、引き続き諸外国への継続的なグローバ

ル展開も視野に入れ会員会社の支援もしていき

ますので、ご理解ご協力の程よろしくお願い申

し上げます。 

 

 本年も関係諸機関、関係団体の更なるご支援

とご協力をお願い申し上げます。この新しい一

年が皆さま方にとりまして素晴らしい年になり

ますよう、心からお祈り申し上げ、新年の挨拶

とさせていただきます。 
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北海道経済産業局長 年頭所感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経済産業省北海道経済産業局 
局長  増山 壽一 

 

平成２５年の新春を迎え、謹んで新年のお慶

びを申し上げます。 
昨年の我が国経済を振り返ると、財政問題や

長引くデフレ等の内なる課題に加え、東日本大

震災の影響や世界経済の減速、円高等に直面し、

電力不足も重なるなど、かつてない厳しい一年

となりました。一方、北海道では、こうした厳

しい経済状況を克服しつつ、ＬＣＣの就航や新

幹線の延伸、外国航空路線の開設など、国内外

との結びつきが強まっていく中で、当局として

は、北海道へのこだわりとグローバルな視点を

持ちながら、食や観光、エネルギーなどの北海

道の優位分野、また中小企業、中心市街地、産

業立地等の地域課題に対し、官民を問わずに熱

意ある皆さまと連携・協働しながら、取り組ん

できた一年でした。 
本年は、北海道の活性化を更に加速するため

に、以下の政策を展開してまいります。 
 
北海道は、安全・安心で良質な食品を安定的

に供給する拠点として、これまで元気な生産者

や企業が多くの北海道ブランドを生み出してい

ます。今後も食分野の商品開発や高付加価値化

が一層図られるよう、農林水産事業者等の皆様

との連携を強化していきます。さらに、食クラ

スター活動や北海道フード・コンプレックス国

際戦略総合特区とも連動し、新たな機能性表示

制度の導入や沖縄等との連携によるアジアへの

販路拡大支援等により、食産業を強力に応援し

ます。 
 
加えて、太陽光、風力、地熱、雪氷熱などの

再生可能エネルギーは、北海道の優位分野であ

り、我が国にとっても極めて重要な政策課題で

す。北海道は、今あるエネルギーと再生可能エ

ネルギーを組み合わせることでエネルギーを自

給し、他地域に移出できるほどの潜在力を有し

ており、その最大限の活用を目指して、企業や

自治体等との取組みを積極的に支援していきま

す。 
一方、昨年からの電力不足に対応するため、

道民の皆様には節電のご協力等、様々な取り組

みを行っていただいているところですが、引き

続き、今冬の電力需給対策に万全を期してまい

ります。 
 
北海道には世界に誇れる優れた産業技術があ

ります。高い世界シェアを持つものづくり企業、

医薬品やそれを支える評価分析系の先端技術を

持つバイオ企業、モバイルコンテンツ分野等の

優れた技術を持つＩＴ企業は、今後の北海道の

経済社会を支える重要な存在です。こうした先

端産業分野における研究開発、グローバル展開、

人材育成等に対して積極的に支援し、さらなる

産業集積の促進を図ります。 
 
また、北海道経済の成長の源であり、地域経

済、雇用の担い手でもある中小企業の活力、底

力を引き出すために、地域金融機関や専門家等

と連携し、中小企業の経営力強化に取り組んで

まいります。さらに、地域のコミュニティ維持

機能を持つ中心市街地・商店街の活性化等まち

づくりを支援するとともに、悪質商法対策など

特定商取引法等の厳正な執行を通じて、消費者

利益の増進に努めます。 
 
当局といたしましては、活力のある北海道を

創造するために、現場を大事にしながらグロー

バルな視野で仕事をする経済産業省の一員とし

て、また北海道に根ざしたローカルな視点をも

併せ持つ行政機関として、関係機関の皆様の身

近な存在でありたいと考えております。今後も、

北海道経済にとって大きな付加価値を生み出す

仕事をしてまいります。 
本年におきましても、関係各位の一層のご理

解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年とな

りますよう、心からお祈り申し上げ、新年のご

挨拶とさせていただきます。 
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平成二十五年 知事年頭所感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道知事 
高橋 はるみ 

 

新年明けましておめでとうございます。

皆様とともに新春を迎えることができま

したことを、大変嬉しく思います。 

昨年を振り返りますと、まず本道にとっ

て長年の悲願であった北海道新幹線の札

幌までの認可・着工という歴史的な出来

事がありました。また、国際航空路線の

相次ぐ開設やメガソーラー、風力発電な

ど再生可能エネルギー事業への参入の広

がりといった明日につながる新たな動き

もありました。 

一方、我が国において、東日本大震災か

らの復興が急がれる中、原子力安全対策や

電力の安定供給などが大きな課題とな

るとともに、TPPや近隣諸国との外交問

題、さらには、世界経済の減速に伴う景気

後退などに直面しています。 

年が明け、いま本道においても様々な課

題がありますが、とりわけ、オール北海道 

で取り組まなければならない課題が「冬の節

電」です。北海道の寒い冬、電力が不足すれ

ば道民生活や経済活動に重大な影響が懸

念されます。現在、電力需給対策「北海道・

冬の安全プログラム」に基づき、家庭をは

じめとする各分野での様々な取組を推進し

ていますが、何としてもこの冬を乗り切る

ため、引き続き、計画停電を含む停電を回

避する取組について、道民の皆様のご理解

とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

今年は、私にとって、知事就任から丸十

年を迎える節目の年であるとともに、任期

四年の折り返しの年でもあります。私は、

この新しい年を、直面する困難を乗り越え、

未来への確かな歩みを進める「前進の年」と

位置づけ、様々な環境の変化や世界の潮流を

見据えて、食産業立国に向けた食クラスタ

ーの推進や農林水産業の基盤強化、地域の

強みを活かした魅力ある観光地づくり、東

アジアを中心とする海外成長力の取り込

みなど、北海道価値を最大限に活かした「経

済の活性化」にこれまで以上に力を注いでい

きます。また、エネルギーの地産地消や資

源循環など「持続可能な環境先進地づくり」、

さらには、総合的な防災体制の強化や医療

提供体制、道内交通ネットワークの充実、

我が国の大災害に備えたバックアップ機能

の強化など「共に支え合い、安全・安心が

実感できる社会の構築」に向けた取組を重

点的に進めてまいります。 

かつてない大変革期、私たちの前には大

きな荒波が押し寄せていますが、私は、将

来を担う子どもたちが夢と希望を持つこ

とのできる新生北海道の実現に向けた舵

取りをしっかりと進めてまいる決意です。 

万物が実を結ぶという「巳年」。皆様に

とって、本年が充実した素晴らしい年とな

りますよう心から祈念いたします。 

 

 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 5 - 
 

 
 
 
会員各社の今年の新製品・主力製品を紹介する

ため，各社からの報告に加えて，「農経しんぽう」

および「農機新開」のホームページなどから情報

を収集した。引用を許された農経新報社と新農林

社に厚く御礼申し上げる。両ホームページの URL

は下記の通りである。 

農経しんぽう：http://www.n-simpo.co.jp 

農機新聞：http://shin-norin.co.jp 

 

1．IHI スターの新製品･主力製品 
GPS ナビキャスタ 

GPS 信号を受け速度に連動した散布量を自動

制御および経路を誘導するナビシステムを搭載

している。このため，高精度でかつ高能率な施肥

作業ができる。 

散布方式はスパウト式と 2 スピンナ式があり，

ホッパー容量は 450，600，1200 リットルの 3 型

式がある。ホッパーダンプ機構でメンテナンスが

容易である。2 スピンナ式では散布幅を変更する

ためワンタッチでブレードの角度を調整するこ

とができる。また，肥料の種類により流動性が異

なるので，正確な散布を行うため流動性測定器を

装備している。 

散布経路のガイダンスは隣接散布パターン，外

周と隣接経路を自動均等割りができるパターン

の 2 パターンを選択できる。また，途中で肥料が

なくなった時，中断した位置を記憶しその場所ま

で誘導することもできる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2．オサダ農機の新製品･主力製品 
生食用スイートコーンハーベスタ TS10 

自走式の生食用スイートコーンハーベスタを

開発した。機体は全長 5,000mm，全幅 2,490mm と

コンパクトである。茎下部を 2 連のカッターで切

断，頂部を特殊ベルトで挟み雌穂のもぎ取り部へ

搬送する。独自開発の専用スパイラルで子実や皮

に傷をつけず，雌穂のもぎ取りを行い，コンベア

でコンテナへ収納する。走行部がクローラである

ため，降雨後の軟弱な畑，傾斜地，凹凸の多い畑

でも円滑な作業ができる。収穫作業はオペレータ

と後方の調製作業員の 2 名で，作業能率は 5～

10a/h である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 年 の 新 製 品 ・ 主 力 製 品 

会 会 業 短

自走式の生食用スイートコーンハーベスタ 

雌穂のもぎ取り 

ナビを装備したブロードキャスタ 
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北海道におけるばれいしょ栽培の展望と課題 

十勝農協連農産課 上田裕之 
 
紹介頂きました十勝農協連の上田です。本日は

「北海道におけるばれいしょ栽培の展望と課題」

について，お話しいたします。 
★バレイショ栽培の現状 
平成 20 年度のバレイショ栽培面積は 85 万 ha，

生産量は 275 万トンである。北海道の栽培面積は

55 万 ha，そのうち十勝は 23 万 ha である。 
バレイショの供給体制を見ると，北海道での収

穫は 8-10 月，九州は 1 月，関東-東北は 5-7 月で

周年供給が可能である。 
北海道バレイショの用途は生食用，加工用，で

ん粉原料用に区分されるが，生産量の増減により

物流が変わる。地域別では道央・道南は生食用，

網走はでん粉原料用，十勝は加工用が多いなどの

特徴がある。バレイショの栽培面積は減少傾向に

あり，平成 9 年 6.5 万 ha から平成 21 年には 5.5
万 ha となっている。生食用は 7,000ha，でん粉原

料用は 5,000ha 減少，加工用は 1,000ha 増加してい

る。生イモの輸入は検疫上の理由により原則禁止

ですが，フレンチフライやポテトチップ用に 80
万トン程度輸入されている。 
★バレイショの栽培 
バレイショ栽培面積の維持・拡大には省力化が

カギです。作業工程ごとに現状と問題点を説明し

ます。 
【種イモ】 
種イモ消毒は種子伝染病性病害である黒あざ

病，黒あし病，そうか病等の防除に不可欠で，現

在は浸漬処理（ドブ漬け）またはシャワーが行わ

れている。浸漬処理で種子を濡らすと防除価 100
でないため，生き残った病原菌（特に黒あし病等

のバクテリア病害）が再繁殖する，また大量の廃

液処理が必要である，粉剤処理は塗布不十分であ

るなどの問題点がある。速乾性のあるミスト噴霧

がベストであるが，登録農薬がないことが課題で

ある。 
催芽処理の浴光育芽イモを貯蔵庫（2～3℃）か

ら出し，昇温と強い光（直射日光ではない）を当

て，強い芽を育てる事により，塊茎の休眠を明け

させる（頂芽優勢回避，茎数確保），初期生育を

促す効果がある。 
催芽には十分に温度と光を制御できる広いス

ペースが必要で，実際では温度管理が難しい，つ

まり積算温度が低すぎるため効果不十分である。

また，積算温度が高すぎると塊茎が老化し収量が

低下する。欧州では薬剤を使用して，統一的に休

眠をコントロールしており，改善策が必要である。 
種いも切りは種いもを重量別に区分して切断

する。1 切片の重量が 30g 以下では収量が低下す

る，大きすぎると種いもがもったいない。現行の

種いも配付規格は 40～230g である。全粒（無切

断）は 40～60g，2 つ切りは 60～150g，3 つ切り

以上は 150g 以上である。 
10ha のバレイショ栽培農家では 20 トンの種い

も切断が必要で，切断刀を介した種子伝染性病害

まん延のリスク（特に黒あし病。ウイルス病，輪

腐病）を防止するため，切断刀を 1 塊茎毎に消毒

する。この切断に必要な多大な労力の軽減が必要

である。全粒種いもは個数の確保が難しいが，栽

培法の改善が進んでいる。カッティングプランタ

は 2 つ切りが可能であるが，切断方向が制御でき

ない，規格分けをしない種いもでは播種精度が低

下するなどの問題があり，改善が必要である。 
 
【播種作業】 
プランターはカッティングプランタ，ニードル

型，コンベア式ベルト型（種馬鈴しょ生産）があ

る。播種精度はベルト型が良いが，人手が要る，

播種速度が遅いなどの問題がある。カッティング

プランタは速度を上げると，播種精度が悪い，種

イモがすくえないと欠株が発生，切断不良もある

などの問題がある。可変株間ベルト供給式プラン

タ（オランダ製）は欠株はないが全粒種イモ用で

切断イモには不向きである。当面はカッティング

プランタの効果的利用と改造が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特集： 特別講演会 
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【培土】 
中耕を 2～3 回行った後，かまぼこ型成型培土

機で培土を行っている。近年はロータリヒラーや

リッジャーによる早期一発培土も行われるよう

になってきた。 
慣行培土は作業回数が多い，培土によりストロ

ンを痛め塊茎数が減る，トラクタ踏圧により根圏

の減少，収穫時の土塊混入があるなどの問題点が

ある。ロータリヒラーによる培土は作業回数が少

なく，土塊の混入は減少する。しかし，台形の成

型では緑化イモの増加，培土の割れ，雑草繁茂な

どの問題点がある。土壌水分によって，培土の「割

れ」は増加するため，土性や気象条件を勘案して

作業することが重要である。一挙に普及したロー

タリヒラーは労力低減，収穫時の土塊混入が大幅

に減少などの効果がある。緑化防止のみが目的で

あれば，かまぼこ型成型培土の方が良好である。 
ソイルコンディショニング方式は大規模生産

者や共同利用が望ましく，収穫までの一貫体系が

前提となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【収穫・選別】 
バレイショ栽培の省力化にとって最大課題で

ある。バレイショ収穫は春作業と異なり，他作物

の収穫や秋播小麦の播種作業などと競合するた

め，作業時間がなく多忙である。現行のハーベス

タは機械の上で選別しながらの収穫で，作業面積

はインローハーベスタで 0.5ha/日，サイド掘りハ

ーベスタで 1.0ha/日と低い。土壌水分が多い，土

塊や石礫が多い，腐敗が多い，畦が短いなどの条

件が加わると作業速度はどんどん遅くなる。収穫

作業日数は 30 日以上となり，作業の遅れが傷・

打撲の増加，疫病菌の侵入，乾燥不足などによる

品質低下を招いている。 
ハーベスタ上の人員を減らすには，土塊が出来

にくい管理作業（ロータリヒラーの利用，排水対

策），土塊分離能力やタンク容量を大きくするな

どハーベスタの改良が必要である。 
現在は圃場での風乾作業（コンテナの整列，防

水シートの脱着）を行っているが労力が多大であ

る。収穫物の管理では集中的に生産物の管理・選

別が行える施設整備が必要であろう。このため，

一貫したシステムの構築が必要であるが，初期投

資，ランニングコストが膨大，地域を挙げての導

入体制が取れるか，などが課題である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
北海道のバレイショ栽培は，植物検疫上，海外

輸入に制限がある作目である。変りやすい国際情

勢の中，実は安定した作付けが可能な作目である。

バレイショ生産は，国内消費者，食料産業への供

給責任も重大である。 
欧州と比べて，北海道は多すぎる雨，夏の高温，

冬の低温などの条件下にあり，生育期間が短く，

品質劣化をまねきやすい。品種も日本に合わせて

おり，欧州の様にタフな品種ではない。 
忘れてはいけないことは「基本的に，日本は畑

作不適地です！」。 
 農業人口は減り続けており，これに伴い，農業

の大規模化が急速に進んでいる。作付面積拡大

（維持）には機械化による省力が不可欠である。

日本に合ったバレイショ機械化体系の確立を期

待しています。 
ご清聴ありがとうございました。 
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当会では，JAPANブランド事業を実施しており，

ドイツでの商談会とともに技術セミナーを開催

した。また，第125回バイエルン州中央農業祭

（ZLF）に参加したので，合わせて紹介する。 

【日独技術セミナー in LfL（ Landesanstalt für 

Landwirtschaft：バイエルン州立農業研究所）】 

9 月 21 日，ミュンヘン市近郊の Freising にある

LfL（バイエルン州立農業研究所) の会議室で日独

技術セミナーを開催した（写真 1）。 

今回のセミナー開催や会社訪問等の準備のた

め精力的に奔走されたミュンヘン工科大学の Prof. 

H. Auernhammer 教授の開会挨拶，LfL（バイエル

ン州立農業研究所）所長の Dr. G. Wendl さん，ミ

ュンヘン工科大学農業システム工学の Prof. H. 

Bernhardt の歓迎挨拶の後，以下の講演があった。 

セミナーのプログラムは 

１．Mr. V. Heizinger  Agricultural Logistics - 

Problems, Solutions, Innovations -（農業ロジステ

ィクス － 課題，ソリューション，革新） 

２．Dr. M. Demmel  Controlled Traffic Farming in 

Germany- technical and organizational realization 

and first results -（ドイツにおける制御走行農業 

– 技術的かつ組織的な実現とその結果 -） 

３．Mr. S. Thurner  Electronics for monitoring and 

control of laying hens（採卵鶏舎の電子モニタリ

ング及び制御） 

４．Mr. Takenaka  Diffusion of PF Technology Now 

in Hokkaido（北海道における PF 技術の普及） 

５．Mr. Hamada  Strategy and Concept of Open 

Cloud Application Platform in Agriculture（農業に

おけるオープン・クラウド・アプリ・プラット

フォームの戦略と概念） 

６．Mr. Suzuki  Excellent mechanical weeding 

Technology in Hokkaido（北海道の優れた機械除

草技術） 

最後に，北農工の原より閉会の挨拶で終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Heizinger 氏の講演は農業における大量物流に

関する研究である。この研究の背景は，ドイツ国

内でバイオガスプラントが 1999 年から急増し，

2013 年には約 8,000 基になることや，このバイオ

ガスプラントの原料であるサイレージ用トウモ

ロコシの収穫作業と運搬作業の効率化が大きな

課題となっていること。また，メタン発酵後にバ

イオガスプラントから発生する発酵残滓（消化液，

汚泥）を圃場に効率的に還元する必要があること。

他方，ビートの収穫・運搬作業では，時間当たり

50～80ｔのビートが収穫され，1990 年に国内に

80カ所あった製糖所が 2012年には 20カ所に集約

されたため，運搬距離が 100km 以上になっている

ことから，輸送の効率化は避けて通れない課題と

なっているためである。この研究では，収穫作業

や輸送の制約要因を組込んだ専用の Nav-System

を開発し，GPS を搭載したトラクタ，自走式作業

機，運搬車の運行情報をユーザーや運送会社が活

用できるようにするものである。また，運搬法の

Innovation として，ウニモク（Unimog）とトレー

ラを組合せた輸送法について燃料消費量を解析

し，効率的な輸送法を検討している。 

Demmel 博士の講演は，トラクタや大型作業機

の走行で土壌踏圧が発生していることに注目し，

それを軽減するための走行システム（CTF：

Controlled Traffic Farming）である。トラクタや自

走式作業機の車輪の軌跡が重なるように，トラク

タや作業機のトレッドを調整することによって，

圃場の踏圧は，重度の踏圧が 3％，中度の踏圧が

17％，軽度が 20％になり，トラクタや作業機が走

JAPAN ブランド 2012 
技術セミナー・農業祭（ZFL） in Müchen 

写真 1 LfL（バイエルン州立農業研究所）で開催された 

日独技術セミナー 
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行しない非走行部が 58％になることを実証した。 

Thurner 氏の講演は，鶏舎の環境制御によって

採卵鶏の生活環境が快適化されることを明らか

にした研究である。Animal Welfare により鶏は日

本のようなケージで飼育できないことが背景に

ある。 

道総研中央農業試験場の竹中秀行生産研究部

長及び鈴木剛主査が北海道農業の現状と研究課

題並びに機械除草について，農研機構北海道農業

研究センターの濱田安之主任研究員が「農業にお

けるオープン・クラウド・アプリ・プラットフォ

ームの戦略と概念」について発表した。TUM や

隣接するバイエルン州立農業研究所（LfL）の関

係者と質疑応答がなされ，セミナーは成功裏に終

了した（写真 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【125.Byaerisches Zentral-Landwirtschatsfest 第

125 回バイエルン州中央農業祭（ZLF）】 

22 日は，ミュンヘン市内テレジアンヴィーゼの

広さ 12ha の会場で 125 周年を迎えたバイエルン

州中央農業祭（22 日～30 日）が開催されていた

（写真 3）。農業祭は毎年開催されているが，オク

トーバーフェストの会場で開催するのは 4 年に 1

回とのことである。Auernhammer 教授の案内で

TUM の技術セミナーに出席していた Ursula 

Fritzmeier さん会社の FRITZMEIER 社のブースを

訪れ，GPS ガイダンスシステム等の展示を視察し，

担当者から技術的な説明を受けた。 

FRITZMEIER 社は，TUM，Hohenheim 大学並び

に Bonn 大学等と研究開発の連携を結び，日々進

化する農業技術や PF（Precision farming）に対応

するため，技術革新と製品開発に努めているとの

ことであった（写真 4）。 

展示会場への入場は有料である。農業祭である

ため，分野は畑作，畜産，野菜などであり，農業

機械，肥料や農薬などの農業資材などが展示され，

畜産コーナーでは牛なども展示されていた。農業

祭でありオクトーバーフェストに隣接した会場

であるため，ZFL は楽団付きのビヤホールのテン

トを設けていた。参加者の大半は農家であり，仲

間内でビールと食事を楽しんでいた。 

技術セミナーでは，一部であるが北海道の農業

機械の特徴や技術，考え方などのを明確にアピー

ルすることができ，また交流も行えた。今後も交

流を続けることが大切と感じられた。今回のセミ

ナーは盛況であり，ご協力や援助を頂いた関係各

位に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 2 日独技術セミナーに出席したメンバー 

写真 3 雨に見舞われた第 125 回 ZLF の開会初日 

写真 4 ZLF が設置したビール会場 ほとんどが農家 
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韓国の「2012 国際農業博覧会」は 10 月 5～29

日までの約 1 か月間開催されたが，海外からの展

示は 10 月 5～9 日の 6 日間である。当会からは，

（株）エフ・イー，石村鉄工（株），一般社団法

人北海道農業機械工業会が出展した。 

国際農業博覧会は全羅南道でソウルから車で

約 4 時間南に下った羅州（Naju）で開催された。

羅州は小さな町で，近くに光州市（Gwangju）が

ある。会場は光州と羅州との中間にあり，光州か

らバスで約 20 分南に下った場所である（図 1）。

会場は「全羅南道農業技術院」（韓国の農業試験

場）の敷地で，常設とテント張りの展示会場であ

った。会場内の一部に農業技術院のビニールハウ

スがあり，展示会場の外は試験圃場が広がってお

り，ここは立ち入り禁止であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外からの展示は約 100 ブースで，タイ，フィ

リピン，インドネシア，オーストラリア，スペイ

ン，デンマーク，フランス，オランダ，ポーラン

ド，イタリア，ロシア，パキスタン，イスラエル，

ケニア，エクアドル，中国などの諸国で，中国，

ポーランド，イタリアの出展数が多かった。大半

はお菓子，缶詰，ジュースやワイン，ウオッカな

どの飲料，など食品関係が多く，アクセサリーも

見られた。日本からは当会から 3 社，佐賀県，広

島県の大豆関係の会社であった。 

農業機械の展示はイタリア，デンマーク，オラ

ンダ，イスラエルおよび日本の当会など数か国で

あった。韓国の農業機械展示は別の建物で行われ

ており，トラクタ，耕うん機，防除機，草刈り機，

乾燥機など 59 社の農業機械が展示されていた。 

北農工の展示では，石村鉄工の耕うん・砕土機

に関心が高く，またエフ・イーの洗浄機などに多

くの来場者があった。北海道の野菜機械や選別調

製機械には高い関心を示した。当会のスライドで

は豆の収穫機，レーザーレベラ，歩行用のポテト

プランタの資料がほしい，またニンニク，タマネ

ギ，白菜，ダイコンの機械化システムを知りたい

などの要望が寄せられた。 

稲作関係の機械化は進んでいるように見られ

たが，畑作や野菜作の機械，選別機などはこれか

ら進展すると思われた。耕地面積は狭いためティ

ラーや歩行式防除機，草刈り機などが主流で，農

産物価格も低いため，安価で使いやすい農業機械

の販路は高いと思われた。 

農業博覧会事務局の資料では，農業博覧会の出

展企業は国内外あわせて 420 社で，そのうち韓国

317 社，海外は 103 社である。来場者人数は 10 月

5-29 日までの 25 日間で 115 万人である。今回の

博覧会で，24 件の農産物購入契約と現場販売 1 千

880億ウォン，市の直接輸入26億ウォンであった。

対外販売契約はすべて 2,272 万ドルに達し，海外

バイヤーはエコ機能性塩と海藻加工製品にも関

心が高かった。 

国内では，生態幼児共同体など州内 5 カ所の生

産者代表が 320 億円の環境にやさしい農産物の購

入契約を締結し，全国農協一つでクラブ全店に納

品することができる農協卸売事業団とは 800 億ウ

ォン，ロッテマート，E マートなどの大型流通企

業と 466 億ウォンの購入約定で計 1 千 586 億ウォ

ン規模の固定納品することになった。会場では，

農資材と農業，食品展示販売館では，420 以上の

メーカーが安くて品質の良い農特産物を展示·販

売し，35 億ウォンを売り上げた。 
 

 
 
 
 
 
 
 

2012 国際農業博覧会 
韓国 羅州  

図 1 パンフレットと会場地図 
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【 農業博覧会 写真集 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

図 2 正面ゲート

図 3 展示会場 

図 4 北農工の展示 

図 5 防除機やティラー 

図 6 ロータリ 

図 7 歩行式カルチ 
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北海道経産局が事業主体である「平成 24 年度

国際経済産業交流事業」で「台湾農業セミナーin
北海道」が平成 24 年 9 月 3 日に札幌全日空ホテ

ルで開催された。講師は台湾国立屏東科技大学 

謝 欽城博士で演題は「台湾農業機械化補助政策

と農業機械化の課題」である。講演の概要を紹介

する。 
 

【台湾農業の概要】 
台湾の耕地面積は 81.4 万 ha で，1 戸当り 1.1ha

である。農作物は米，雑穀，茶，果樹，花卉，牧

草などである。農業生産額は 4,262 億 TN ドル（1.3
兆円）で，農業生産額は増加しており，その内農

産物生産額は 1,887 TN ドル（5,600 億兆円）であ

る。農産物生産額の比率は米が減少しているが，

野菜が増加している（表１）。台湾農業の問題点

は，高齢化，後継者不足，農家所得の低下である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【農業機械の普及台数の概要】 
耕うん機 2.7 万台，トラクタ 1.8 万台，園芸用

トラクタ 2.9 万台，計 7.5 万台であり，約 10ha に

1 台の割合である。 
田植機は 2 条 2 千台，4 条 5 千台，6 条以上 8

千台，計 1.5 万台である。 
水稲用ではコンバイン 6 千台，乾燥機は静置式

1.8 千台，循環式 9 千台，計 1 万台である。 
防除関係は，ミスト機 5.4 万台，動力噴霧機 2.2

万台，スピードスプレーヤ 3 千台，計 2.6 万台で

ある。 
 

【タマネギの機械化】 
耕うん，畦立て，整地は機械で行うが，ほとん

どは人力作業である。収穫および茎葉切断の作業

時間は 50～60%で機械化が望まれている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【エダマメの機械化】 
エダマメは 1970 年ころより栽培され，日本な

ど海外への重要輸出作目となっている。冷凍枝豆

の輸出量は 1987 年 4.2 万トンがピークで，中国と

表 1 農作物生産額 

図 1 苗取り作業 

図 2 高畦栽培の移植床 

図 3 収穫作業 

台湾農業セミナー IN 北海道 

2012年9月 
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の価格競争により 1996年には 2.5万トンまで減少

している。 
輸出量を増やすため，高雄農業改良所で食味が

良く，最下着莢位置が高いエダマメ品種の開発

（一部は日本に品種登録されている），栽培・収

穫システムの改良，冷凍加工工場の建設や大規模

生産による低価格などを図っている。大規模生産

は 2001年WTO加盟によりサトウキビの生産量が

減少し，大面積の遊休地が発生した。土地所有者

である台湾製糖から借り入れ，大規模機械化栽培

体系の確立と冷凍加工工場を建設している。収穫

機はフランスより自走式エダマメハーベスタを

輸入しており，10 数年前から取り組んでおり，北

海道のエダマメ産地の参考となっている。100ha
当たりの農業機械費用は 2,480 万 NT ドル（7,440
万円）である。このため，エダマメの主産地はサ

トウキビ栽培が多かった高雄県や屏東県となっ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【農業機械普及政策】 
台湾政府は 1953 年より 60 年以上にわたり農業

機械普及政策を行っている。最初の機械化は稲作

で耕うん・整地から乾燥，調製までの機械化を進

め，現在ではほぼ全作業は機械化されている。一

方，野菜や果樹の機械化は進んでおらず，重要な

課題となっている。 
農業機械の補助金は以下のような種類がある

が，補助金額に上限があること，計画達成を求め

られることなど，日本とは少し異なる。 
１．農業機械低利貸付事業：年利 1.5%の貸付事業。

対象機種は 400 機種，総貸付額は 439 億 NT ド

ル（1,300 億円）. 
２．農業発展基金：今までの実績 11 万台。新型

農機の補助率は 1，2 年は 40%，3，4 年 30%。 
３．新型農機示範政策：農業改良所が新規開発し

た農機の展示会に補助金。19 機種で 1,430 万

NT ドル（4,200 万円） 
４．地域性農機補助政策：地域農業の機械化体系

化に必要な農機に補助金。共同購入 50%，個人

は 30%。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

図 4 冷凍枝豆の輸出量 

図 5 エダマメハーベスタと冷凍枝豆加工施設 

図 6 大規模枝豆生産の機械経費 

図 7 台中・茶藝館 無為草堂 
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☆平成 24 年 2 月 28 日 第 4 回「ものづくり日本

大賞」を受賞 
北農工会員の受賞者は下記のとおり。 

【優秀賞（製品・技術開発部門）】 

〇懸垂機構を用い軟質ゴム羽根で損傷の少な

い枝豆の収穫を可能にした自動枝豆脱莢機 

本田農機工業（株）：本田 正一，本田 孝一，

増本 三樹男，織田 正喜 

〇根菜類自動皮剥き装置の開発 

（株）エフ・イー：佐々木 通彦，湯口 孝二，

稲垣 幸治 

【ものづくり地域貢献賞（製品・技術開発部門）】 

〇玉ねぎ産地を支える「オニオンタッパー」の

開発 

訓子府機械工業（株）：松田 和之 

☆平成 24 年 12 月 8 日 （株）エフ・イーが第

10 回新機械振興賞を受賞 
【機械振興協会会長賞】 

〇多孔ドラム式根菜類皮剥き機の開発 
☆平成 24 年 5 月 25 日 JAPAN ブランド事業【ブ

ランド確立支援事業 2 年目】が採択 
当会が申請していた JAPAN ブランド育成支

援事業「北海道の優れた畑・野菜用農業機械の

ヨーロッパ市場開拓プロジェクト（ブランド確

立支援事業 2 年目）」が採択されました。 
☆平成 24 年 6 月 25 日 （株）エフ・イーが「北

洋イノベーションファンド」の第 1 号投資先に

採択 
☆平成 24 年 9 月 3 日 【台湾農業セミナー IN 

北海道】を開催 
北海道の農業機械製造メーカーの台湾市場

への参入に向けて，北海道と台湾の農業及び農

業機械化に関する情報交換を目的としたセミ

ナーが開催され，台湾から台湾国立屏東科技大

学の謝 欽城博士をお招きし，台湾の農業につ

いてご講演をいただきました。 
☆平成 24 年 9 月 3 日 エム・エス・ケー農業機

械（株）が恵庭市に本社を移転 
エム・エス・ケー農業機械（株）は，東京・

池袋と埼玉・上尾に置いていた本社機能を恵庭

市に移転し，これまで建設中であった本社新社

屋の落成式を 9 月 3 日午前に行いました。 
☆平成 24 年 9 月 15 日 「JAPAN ブランド育成

支援事業」の参画企業 4 社がドイツを訪問 
JAPAN ブランド育成支援事業の一環として，

北海道農業機械工業会と事業参画会員企業 4 社

（アトム農機，オサダ農機，サンエイ工業，東

洋農機）はドイツ国内で商談を実施するととも

に，農業機械会社 の調査並びに TUM（ミュン

ヘン工科大学）で開催された日独技術セミナー

への参加等を行いました。 
☆平成 24 年 10 月 5 日 韓国「2012 国際農業博

覧会」に出展 
大韓民国全羅南道羅州市にある全羅南道農

業技術院を会場に「2012 国際農業博覧会」が開

催され，10 月 5 日から 9 日までの 5 日間展示を

行いました。北海道農業機械工業会と(株)石村

鉄工並びに(株)エフ・イーが展示しました。 
☆平成 24 年 11 月 27 日 オサダ農機（株）が「北

洋イノベーションファンド」の第４号投資先に

採択 
☆平成 24 年 11 月 29 日 訓子府機械工業（株）

が「平成 24 年度グローバル技術連携支援事業

（2 次公募）」に採択 
このプロジェクトは，厳しいグローバル競争

に打ち勝つため，複数の中小企業者等から構成

される共同体が，技術流出防止，模倣品対策等

を図りながら海外展開を目指して取り組む試

作開発と販路開拓を支援する事業。全国から

140 件の応募があり，42 件が採択されました。 
 

 
 
 
☆お悔やみ 

日農機製工株式会社 監査役 安久津  幸 

様が 3 月 6 日（火）に逝去されました。ここに

生前のご功労に深謝するとともに心よりご冥

福をお祈り申し上げます。 
☆お悔やみ 

東洋農機株式会社 前取締役会長 太田秋

夫 様が 5 月 25 日に逝去されました。ここに

生前のご功労に深謝するとともに心よりご冥

福をお祈り申し上げます。 
☆お悔やみ 

東洋農機株式会社 監査役 山田恵美子 

様が 7 月 28 日逝去されました。ここに生前の

ご功労に深謝するとともに心よりご冥福をお

祈り申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農業機械業界･本会会員の動き 

編集後記 
★衆議院選挙で自民党圧勝。TPP 交渉や農政の方

向に注視。 
★今年の農作物生産はまずまず。来年に期待。 
★急激な円高で輸出産業が打撃。次年度の行方

は？ 
★農作業死亡事故が増加。安全運動の推進と対策

が急務。 
★ホームページアクセスは急増。 

（文責 原 令幸）

お知らせ 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 15 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 16 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 17 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 18 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 19 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 20 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 21 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 22 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 23 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ISSN 0190-0873   農業機械北海道 No.877 

- 24 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


